
図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

計画平面図

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

縦断図

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

標準断面図

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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標準断面図 S=1:100
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重力式防潮堤(H=2.0m)

天端被覆工
18N/mm2(t=20cm)

路盤 RC-40(t=20cm)

裏込材 RC-40

矢板上部工
24N/mm2

エプロン
18N/mm2(t=20cm)

(標準部)

NO.2+2.500付近
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重力式防潮堤(H=2.0m)

天端被覆工
18N/mm2(t=20cm)

路盤 RC-40(t=20cm)

境界コンクリート
18N/mm2

+0.50

+2.00

場所打ちコンクリート(H=1.5m)
18N/mm2

差し筋(SD345 D16) L=500 @500
樹脂アンカー、削孔φ19 L=130

重防食塗装 L=1.50m
(+0.50～-1.00m)

スリップバー L=600
φ19(SUS) ctoc 500

スリップバー L=600
φ19(SUS) ctoc 500

止水板CF200×5
L=2.00m

止水板CF200×5
L=2.00m

1736 1000

エプロン
18N/mm2(t=20cm)

アスファルト舗装(t=4cm)

路盤(t=10cm)

5000

計画法線

計画法線

※1 ハット型矢板は、施工時の圧入機の浸水を防ぐため、矢板天端を1.0m伸ばす。
矢板打設後は天端を1.0m切断する。

※2 アスファルト舗装の勾配については、現況擦り付けとする。

民地側天端被覆復旧
18N/mm2

As

R
2.00%現況すり付け

4201

S=1:100



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

横断図(1)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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1736 1000

-1.00

-8.00

+3.80

1
:
0
.
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1
:
0
.
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数量表

名称・種別・細別

床 掘

埋戻し

As舗装破砕

コンクリート取壊し

数量表

名称・種別・細別

床 掘

埋戻し

As舗装破砕

コンクリート取壊し

裏込材

土 砂

流用土

流用土

t=4cm

無筋構造物

無筋構造物

鉄筋構造物

土 砂

流用土

流用土

t=4cm

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

RC-40

陸上

最大埋戻幅1m≦4m未満

最大埋戻幅1m未満

防潮堤本体

天端被覆

矢板上部工(-1m物揚場)

陸上

最大埋戻幅1m≦4m未満

最大埋戻幅1m未満

防潮堤本体

天端被覆

境界コンクリート

NO.0+10.000

単位

m3

m3

m3

m2

m3

m3

m3

NO.1

単位

m3

m3

m3

m2

m3

m3

m3

m3

数量

4.06

1.00

0.27

9.23

0.96

0.35

2.00

数量

3.69

1.00

0.27

9.20

0.87

0.32

0.11

0.85

4201

2.00%現況すり付け

2.00%現況すり付け

4308

横断図(1)
S=1:100

S=1:100



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

横断図(2)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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1736 1000
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1
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-8.00

数量表

名称・種別・細別

床 掘

埋戻し

As舗装破砕

コンクリート取壊し

裏込材

土 砂

流用土

流用土

t=4cm

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

RC-40

陸上

最大埋戻幅1m≦4m未満

最大埋戻幅1m未満

防潮堤本体

天端被覆

境界コンクリート

NO.1+10.000

単位

m3

m3

m3

m2

m3

m3

m3

m3

数量

3.52

1.00

0.27

9.29

0.86

0.31

0.12

0.74

数量表

名称・種別・細別

床 掘

埋戻し

コンクリート取壊し

裏込材

土 砂

流用土

流用土

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

RC-40

陸上

最大埋戻幅1m≦4m未満

最大埋戻幅1m未満

防潮堤本体

天端被覆

境界コンクリート

民地側天端被覆

NO.2

単位

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

数量

2.51

1.00

0.07

1.09

0.30

0.13

0.14

0.50

2.00%現況すり付け

4252

横断図(2)
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図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

横断図(3)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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基礎捨石1～200kg
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200 1600 210
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計画法線

1736 1000

+2.00

+0.50

500

数量表

名称・種別・細別

床 掘

埋戻し

コンクリート取壊し

土 砂

流用土

流用土

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

無筋構造物

陸上

最大埋戻幅1m≦4m未満

最大埋戻幅1m未満

防潮堤本体

天端被覆

境界コンクリート

民地側天端被覆

NO.2+2.500

単位

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

数量

2.45

1.00

0.07

1.10

0.30

0.13

0.16

横断図(3)
S=1:100

S=1:100



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

構造図(1)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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構造図 ( 1 )

N
o
.
1
+
1
0

N
o
.
1

N
o
.
0
+
1
0

N
o
.
2

N
o
.
2
+
2
.
5

I
P
.
1

Ｎ

既設排水路 2.78%
▽2.302

▽2.000

φ300 L=1500
鉄筋コンクリート台付管 撤去・復旧

2
0
0

1
6
0
0

2
1
0 5
0
0

1
7
3
6

1
0
0
0

(海側)

(陸側)

天端被覆工面積 A=55.57m2
横目地 N=3

縦目地 L=68.8m

縦目地 L=73.6m

コ
ン

ク
リ

ー
ト

境
界

天
端

被
覆

エ
プ

ロ
ン
矢

板
上

部
工

重
力

式
防

潮
堤

鋼矢板上部工 L=31.00m
場所打ち部
L=1.45m

重力式防潮堤 L=34.34m

道
路
境
界
壁
復
旧

L=
3.
46
m

N
o
.
0
+
9
.
9
0

N
o
.
2
+
4
.
2
4

境界コンクリート L=35.58m

天端被覆 L=34.72m

目 地 部 詳 細 図

海 側

陸 側

重力式防潮堤

一 般 部 目 地 部

境界コンクリート 矢板上部工

水 抜 き 孔

瀝青質目地材t=10mm

止水板(CF200×5)

スリップバー L=600

スリップバーキャップ

(SUSφ19 @500)

500

100 1100 100

1300

1
:
0
.
3

D.L.+3.80

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

2
0
0

7
0
0

基礎材 RC-40

コンクリート(18-8-40-60%)
500

100 1100 100

1300

1
:
0
.
3

D.L.+3.80

2
0
0
0

2
0
0

7
0
0

止水板CF200×5
L=2.00m

スリップバー L=600
φ19(SUS) ctoc 500

20

1
0
0 1
5
0
2
5
0

天
端

幅
5
0
0

100 300 100

500

200

2
0
0

5
0
0

7
0
0

コンクリート
(18-8-40-60%)

基礎材 RC-40

1
:
0
.
2

1000

1
5
0
0

コンクリート

(24-12-25(20)-55%)

ハット型矢板SP-25H(SYW295)
L=9.50m

2.00%

水抜き孔□150×100
全2箇所

100

1
5
0

S=1:30

S=1:30 S=1:30

重力式防潮堤

S=1:10

矢板上部工

重力式防潮堤

※1 溶接金網は、両端および目地位置で100mm程度の離隔を確保すること。

伸縮目地(瀝青質板10mm)
(縦目地 壁体隣接部)

2
0
0

異形鉄線溶接金網 CD6 150x150
W=1350

2
0
0

路盤材 基礎砕石 RC-40

コンクリート(18-12-40-65%)

1
0
0

伸縮目地(瀝青質板10mm)

(縦目地 境界コンクリート隣接部)

1600 1736

2
0
0

基礎砕石 RC-40
または既設コンクリート

異形鉄線溶接金網 CD6 150x150
W=1500

コンクリート(18-8-40-60%)

伸縮目地(瀝青質板10mm)
(縦目地 壁体隣接部)

伸縮目地(瀝青質板10mm)
(縦目地 矢板上部工隣接部)

1
0
0

天端被覆工 S=1:10 エプロン

排水管 S=1:100

天端被覆・エプロン舗装 平面詳細図 S=1:100

図示



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

構造図(2)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面

8 / 14

構造図 ( 2 )

断面図

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

S=1:50

異形鉄線溶接金網 CD6 150x150
W=1800

コンクリート(18-8-40-60%)

伸縮目地(瀝青質板10mm)

2
0
0

路盤材 基礎砕石 RC-40
V=0.05m3/m

伸縮目地(瀝青質板10mm)

既設水叩き撤去 A=5.04m2
(コンクリート厚 t=20cm)

2
.
0
0

3.59

0
.
9
0

1
.
1
1 2.37

伸縮目地(瀝青質板10mm)
L=3.59+2.00+1.20+0.90+2.37+1.11
=11.17m

2026

1.20

物揚場(-1m)水叩き補修図

平面図

※1 溶接金網は、両端および目地位置で100mm程度の離隔を確保すること。

N
o
.
0
+
1
0

500

1
:
0
.
3

D.L.+3.80

差し筋(SD345 D16) L=500 @500
樹脂アンカー、削孔φ19 L=130

2
0
0
0

600 コンクリート(18-8-40-60%)

2
0
0

1
8
0
0

600

照明灯再設置
N=1基

D.L.+3.80

コンクリート(18-8-40-60%)

2
5
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

2
5
0

2
0
0
0

差し筋(SD345 D16) L=500
樹脂アンカー、削孔φ19 L=130

照明灯撤去・再設置

照明灯再設置
N=1基

650 580

8
8
0

9
7
0

1
8
5
0

1
8
5
0

200

B B

A
A

照明灯撤去
N=1基

照明灯基礎取壊し
V=0.91m3/m

(海側)(陸側)

S=1:20

道路境界壁撤去

300

1
:
0
.
3

想
定

長
3
0
0

6
5
0

9
5
0

585

道路境界壁
V=0.42m3/m

6
5
0

580

平 面 図 A - A B - B

照明灯基礎撤去

断 面 図正 面 図

照明灯基礎S=1:20 S=1:30

図示



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

上部工配筋図(1)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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上部工配筋図(1)
S=1:25

100 250 300 250 100

1000
1
0
0
2
0
0

3
@
3
0
0
=
9
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

100 100
1000

断面図

A
A

B B

C C

上部工延長L=10.00m

1
0
0
2
0
0

3
@
3
0
0
=
9
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

100 275 37@250=9250 275 100

10000

A - A

J1 D13e1 D13

J2-1 D13J2-2 D13

J3 D13

J1 D13

J2 D13

B - B

C - C

1
0
0
2
5
0

3
0
0

2
5
0
1
0
0

1
0
0
0

100 275 37@250=9250 275 100

10000

J3 D13

J1 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

100 275 37@250=9250 275 100

10000

J3 D13

J2 D13

235 235330

2
3
5

3
3
0

2
3
5

加工図

J1 40-D13x3490

830

1
3
3
0

1
3
3
0

種 別 径
長 さ

(mm)
本 数

単位重量

(kg/m)

1本当り重量

(kg)

質 量

(kg)
摘 要

J 1 D13 3490 40 0.995 3.473 138.920

J 2-1 D13 870 40 0.995 0.866 34.640

J 3 D13 9800 16 0.995 9.751 156.016

鉄筋質量表

D13 373.376 kg

合 計 373.376 kg鉄筋の材質: SD345

J 2-2 D13 900 40 0.995 0.896 35.840

e 1 D13 1000 8 0.995 0.995 7.960

J2-1 40-D13x870(平均長)

海側陸側

1
0
0

250～526

3
9
0

J2-2 40-D13x900(平均長)

3
9
0

236～537

1
0
0

e1 8-D13x1000

1
0
0

800

1
0
0

9800

J3 16-D13x9800

S=1:25



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

上部工配筋図(2)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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上部工配筋図(2)
S=1:25

100 250 300 250 100

1000
1
0
0
2
0
0

3
@
3
0
0
=
9
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

100 100
1000

断面図

A
A

B B

C C

上部工延長L=11.00m

1
0
0
2
0
0

3
@
3
0
0
=
9
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

100 275 41@250=10250 275 100

11000

A - A

J1 D13e1 D13

J2-1 D13J2-2 D13

J3 D13

J1 D13

J2 D13

B - B

C - C

1
0
0
2
5
0

3
0
0

2
5
0
1
0
0

1
0
0
0

100 275 41@250=10250 275 100

11000

J3 D13

J1 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0
0

100 275 41@250=10250 275 100

11000

J3 D13

J2 D13

235 235330

2
3
5

3
3
0

2
3
5

加工図

J1 44-D13x3490

830

1
3
3
0

1
3
3
0

種 別 径
長 さ

(mm)
本 数

単位重量

(kg/m)

1本当り重量

(kg)

質 量

(kg)
摘 要

J 1 D13 3490 44 0.995 3.473 152.812

J 2-1 D13 870 44 0.995 0.866 38.104

J 3 D13 10800 16 0.995 10.746 171.936

鉄筋質量表

D13 410.236 kg

合 計 410.236 kg鉄筋の材質: SD345

J 2-2 D13 900 44 0.995 0.896 39.424

e 1 D13 1000 8 0.995 0.995 7.960

J2-1 44-D13x870(平均長)

海側陸側

1
0
0

250～537

3
9
0

J2-2 44-D13x900(平均長)

3
9
0

236～537

1
0
0

e1 8-D13x1000

1
0
0

800

1
0
0

10800

J3 16-D13x10800

S=1:25



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

上部工配筋図(3)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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(既設上部工復旧)

既設上部工 復旧延長L=1000

復
旧

幅
W
=
1
3
0
0

既
設

場
所

打
ち

部

1
0
01
4
5

2
5
5

2
5
5

1
4
5 1
0
0

100145
255

255
145

100

1
0
0
2
0
0

9
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

145 510 145
100

1300

A

A

B B

C C

100
145 255

255
145

100

1000

1
0
0
2
0
0

2
0
0
1
0
0

1
5
0
0

3
@
3
0
0
=
9
0
0

A-A

J3 D13

J2 D13

B-B C-C

既設上部工 復旧延長L=1000

100
145 255

255
145

100

J1 D13

J2 D13

J4 D13

J3 D13

J5 D13
J8-1 D13

2
0
0
1
0
0

1
0
01
4
5

2
5
5

2
5
5

1
4
5

3
0
0

1
0
0

J7-2 D13

J6-2 D13

J3 D13

J10 D13

J9 D13

J7-1 D13

J8-2 D13

J2 D13

J6-1 D13 J6-2 D13

上部工延長L=1.00m

断面図

海側陸側

注)
・既設上部工との接合部ははつり(t=2cm程度)を行う。
・既設上部工と復旧上部工は樹脂製アンカーD13用にて接合する。

既設上部工

既設上部工 既設上部工

100

1300

復
旧

幅
W
=
1
3
0
0

既
設

場
所

打
ち

部

加工図

3
9
0

488～478

1
0
0

1
0
0

611

3
9
0

J6-1 2-D13x980(平均長)

J6-2 2-D13x1110

1020

1
3
3
0

J1 4-D13x2350

1000

1
3
0
0

J3 6-D13x2300

100
200

100

100
300 145 255 255 145

1130

1
3
3
0

J2 4-D13x3790

450～750

5
5
0
～

8
5
0

J4 2-D13x1300(平均長)

830

1
3
3
0

J5 1-D13x2160

3
9
0

272～534

1
0
0

1
0
0

576

3
9
0

J7-1 2-D13x900(平均長)

J7-2 2-D13x1070

3
9
0

188～592

1
0
0

1
0
0

391～610

3
9
0

J8-1 5-D13x930(平均長)

J8-2 2-D13x1000(平均長)

484～378

1
0
0

J9 2-D13x540(平均長)

1020

3
9
0

J10 1-D13x1410

種 別 径
長 さ

(mm)
本 数

単位重量

(kg/m)

1本当り重量

(kg)

質 量

(kg)
摘 要

J 1 D13 0.995

J 2 D13 0.995

J 4 D13 0.995

鉄筋質量表

J 3 D13 0.995

D13 0.995

D13 60.079 kg

合 計 60.079 kg鉄筋の材質: SD345

J

J

J

J

J

J

5

6-1

6-2

7-1

7-2

8-1

J 8-2

J 9

J 10

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D13

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

2350

3790

2300

1300

2160

980

1110

900

1070

930

1000

540

4

4

6

2

1

2

2

2

2

5

2

2

1

2.338

3.771

2.289

1.294

2.149

0.975

1.104

0.896

1.065

0.925

0.995

0.537

1.403

9.352

15.084

13.734

2.588

2.149

1.950

2.208

1.792

2.130

4.625

1.990

1.074

1.4031410

J6-1 D13

1
3
3
0

上部工配筋図(3)
S=1:25

S=1:25



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

矢板端部詳細図(起点側)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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EL-1.00m

鋼矢板SP-VIw型
L=13.00m

異形鋼矢板SP-VIw型
L=13.00m

物揚場(-1m)端部
基礎捨石1～200kg

矢板計画法線

W=900
ハット型矢板SP-25H

袋詰コンクリート
V=0.28m2×1.5m=0.42m3

1:1.0 1:1.5

1:1.5

6

6

M.L.W.L以深
水中溶接

平面図

M.L.W.L以深
水中溶接

1
0
0
0

A
A

既設上部工取壊・復旧
L=1000

結合用鋼材(SS400) t=16mm
L=2.50m(D.L.+1.50～D.L.-1.00)

既
設

上
部

工
取

壊
・

復
旧

W
=
1
3
0
0

BB

床掘(堆積土砂、捨石)
L=2480

注)捨石は埋戻すこと。

8
1
7

取付部重力式壁体取壊し・復旧
V=0.72m2×(DL+2.00-DL+0.50)
=1.08m3 918

7
9
6

コンクリート削孔 φ19 L=130
樹脂製アンカーφ16用
差し筋φ16 L=500
※かぶり200mm程度にて4本配置

No.0+10

重防食被覆 W=0.65

矢板端部詳細図(起点側)

鋼材寸法図
S=1:10

結合用鋼材(SS400) t=16mm
中心距離 W=1.05m

L=2.50m(D.L.+1.50～D.L.-1.00)

123.5°

111.8°

105 751 197

94 748 114

236.5°

248.2°

注)当鋼材は既設上部工取壊し後、既設矢板を確認し再度寸法を確認すること。

溶接部詳細図
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の
ど
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6(脚長)

S=1:5

結合用鋼材

鋼矢板

+2.00

+1.50

+0.50

1:
1.
5

鋼矢板(SP-ⅥL型)

L=13.00m

L=13.00m

異形鋼矢板(SP-ⅥL型)

-1.00

-1.50

取付部重力式壁体

鋼矢板(SP-ⅥL型)

L=3.00m

-2.50

基礎捨石

S=1:100

1:
0.5

1:
1.
0

既設上部工
取壊・復旧

1300

A-A断面

結合用鋼材(SS400) t=16mm
L=2.50m(D.L.+1.50～D.L.-1.00)
重防食塗装 L=1.50m

袋詰コンクリート

S=1:20

N
O
.
0+

1
0
.0

0
0

-1.00

-2.50 1:
1.
0

物揚場(-1m)端部
基礎捨石1～200kg

1:
1.
5

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

床掘(堆積土砂、捨石)
L=2.48

M.L.W.L. D.L+0.45

S=1:100

B-B断面

図示



図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

場所打ち部詳細図(終点側)

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面
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No.2

No.2+2.5

IP.1

500 1300 600

2400

+3.45

+2.00

+0.70

1
3
0
0

2
5
0 2
5
0

1
8
0
0

場所打ち部
L=1.45m

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

+0.50

S=1:50

A-A断面

+0.50 物揚場(-2m)取付部
基礎捨石1～200kg

取付部(重力式)矢板上部工

500

+0.50

+2.00

354 1000

1354

L.W.L. D.L±0.00

H.W.L. D.L+1.80

M.L.W.L. D.L+0.45

M.L.W.L. D.L+0.45

S=1:50

B-B断面

500

1:1.5

基礎捨石1～200kg

1
3
0
0

2
0
0

1
5
0
0

基礎捨石1～200kg

差し筋(SD345 D16) L=500 @500
樹脂アンカー、削孔φ19 L=130

差し筋(SD345 D16) L=500 @500
樹脂アンカー、削孔φ19 L=130

防潮堤天端高 +3.80

500 400

階段部間詰コンクリート
物揚場(-2m)

コンクリート V=1.96m3/m
(21-5-40-60%)

不織布t=5mm

不織布t=5mm

場所打ち部詳細図(終点側)

取付部L=2.88 (重力式)
物揚場(-2m) 鋼矢板I型L=5.5m L=4.00 鋼矢板I型L=7.0m

物揚場(-2m)

物揚場(-2m)取付部
基礎捨石1～200kg

矢
板

上
部

工

場
所

打
ち

部
L
=
1
.
4
5
m

平面図
S=1:25

基礎捨石1～200kg
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図面番号

徳島小松島港(与茂田地区)

施工計画図（参考）

徳島県東部県土整備局<徳島>

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

工 事 名

路線名等

工事箇所 徳島市津田町４丁目

Ｒ２徳土 徳島小松島港（与茂田地区）
徳・津田 防潮堤修繕工事（着手日指定型）

当初設計図面

14 / 14

No.0+9.9
0

与
茂

田
防

潮
堤

(
B
)

計
画

延
長

L
=
3
4
.
3
4
m

No.2+4.2
4

1491

200

487

T-5

標

ゴミ 置場

止

止

止

仕

消

No.0

No.0+10

No.1

No.1+10

No.2

No.2+2.5

No.2+12
IP.1

No.0+9.9
0

与
茂

田
防

潮
堤

(
B
)

計
画

延
長

L
=
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4
.
3
4
m

No.2+4.2
4

1491

200

487

T-5

標

ゴミ 置場

止

止

止

仕

消

No.0

No.0+10

No.1

No.1+10

No.2

No.2+2.5

No.2+12
IP.1

15t積トラック

ラフタークレーン60t吊 荷 重

ハット形25H

L=10.5ｍ
1.20 ton

主ﾌｯｸ 0.49 ton

補ﾌｯｸ 0.10 ton

合 計 1.79 ton

クレーン能力

作業半径 24.0 m

定格総荷重 2.2 ton

ﾌﾞｰﾑ長 30.3 m

吊荷重/能力 83.3 ％

機械配置図②機械配置図①

圧入機

エンジンユニット

ラフテレーンクレーン60t吊

圧入機

ラフテレーンクレーン60t吊

エンジンユニット

・圧入機で圧入する。
・ラフテレーンクレーン60t吊、15t積トラックの搬入路を確保する。
・機材荷降ろし時には、駐車場横道路を規制する。

・機材荷降ろし時には、駐車場横道路を規制する。
・本図の圧入機位置での矢板建て込み時、クレーンのブームが建屋に最も近接する。建屋への配慮が必要か。

ラフタークレーン60t吊 荷 重

F301圧入機本体 11.00 ton

主ﾌｯｸ 0.49 ton

補ﾌｯｸ 0.10 ton

合 計 11.59 ton

クレーン能力

作業半径 10.0 m

定格総荷重 13.7 ton

ﾌﾞｰﾑ長 23.5 m

吊荷重/能力 84.6 ％

R=10000

R=24000

新設矢板法線

新設矢板法線

【圧入機設置時】 【矢板建込時】

5.92

2.69

EL-1.00m

EL-1.00m

物揚場(-1m)端部
基礎捨石1～200kg

物揚場(-2m)取付部
基礎捨石1～200kg

物揚場(-1m)端部
基礎捨石1～200kg

物揚場(-2m)取付部
基礎捨石1～200kg

ハット型矢板SP-25H(SY
W295)

L=10.50m
※施工時矢板長

ハット型矢板SP-25H(SY
W295)

L=10.50m
※施工時矢板長

非常用大型土のう製作 N=36

※既設防潮堤の取壊しを全延長の
半分ずつで行う場合を想定

非常用大型土のう製作 N=36

※既設防潮堤の取壊しを全延長の
半分ずつで行う場合を想定

汚濁防止膜 L=40.0m
(単独フロートφ300 H=3m)

汚濁防止膜 L=40.0m
(単独フロートφ300 H=3m)

施工計画図（参考）
S=1:250

S=1:250


